
工
学
・
医
療
・
福
祉
・
デ
ザ
イ
ン
・
社
会
科
学
科
系
・
人
文
科
学
系
の
様
々
な
分
野
の
学
生
が
大
学
を
越
え
て
共
に
創
る
！

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
デ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
連
携
協
調
協
議
会
 
学
生
協
議
会

1
2

3
4



5
6

・
咀
嚼
が
特
に
全
般
性
注
意
→
注
意
力
や
覚
醒
レ
ベ
ル
の
一
過
性
な
向
上
に
関
与
し
て

い
る
可
能
性
、
認
知
機
能
減
衰
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、

咀
嚼
に
よ
る
脳
の
前
頭
前
野
の
活
性
化
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
る
。

（
20
19
、
長
島
信
太
朗
）

・
咀
嚼
機
能
（
機
会
）
の
低
下
→
学
習
・
記
憶
に
関
与
す
る
海
馬
内
に
お
い
て
神
経
伝

達
物
質
な
ど
は
咀
嚼
不
全
に
よ
り
低
下
し
、
認
知
症
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。（
20
16
　
大
野
ら
）

・
咀
嚼
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
短
期
記
憶
の
維
持
・
改
善
が
見
ら
れ
た
。

（
20
15
　
佐
藤
ら
）

・
自
身
の
歯
を
残
す
→
口
の
健
康
は
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
。（
20
16
、
村
松
和
浩
）

7

入
れ
歯
の
紛
失
に
つ
い
て

8



9
1
0

A

1
1

こ
れ
だ
け
で
は
部
分
入
れ
歯
の
方
を
読
み
取
れ
な
い
の
で
… 12
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